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炊
き
込
み
こ
飯
は
ー
季
節
感
あ
ふ
れ

・
!
'
;　

つ
げ
­
∴
I 
I
,

∵
︑
︑
」
­
・
"
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'

コ
な
ど
t　

四
季
の
彩
り
が
ご
飯
に
入
っ

て
い
る
の
は
t　

見
て
い
る
だ
け
で
も
楽

し
い
も
の
­
­
特
に
季
節
の
食
べ
物
が

豊
富
な
秋
は
t　

さ
ま
さ
ま
な
旬
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

秋
と
い
え
は
マ
ッ
ク
ケ
で
す
︒
マ
ッ

ク
ケ
は
炊
き
込
み
こ
飯
の
:

王
者
:　

で

す
が
︑
ほ
か
に
も
シ
メ
ジ
や
マ
イ
ク
ケ

な
ど
ー
い
ろ
い
ろ
な
キ
ノ
コ
こ
飯
が
楽

し
め
ま
す
︒
粟
や
芋
ー
ギ
ン
ナ
ン
な
ど

を
入
れ
て
も
い
い
で
す
ね
︒

い
ま
は
こ
う
そ
う
と
な
っ
た
炊
き
込

み
ご
飯
で
す
が
ー
昔
­
米
が
責
重
だ
っ

カ
て
1
.
,

㌧

た
時
代
は
「
淫
飯
」
と
い
い
ま
し
た
︒

淫
と
は
ー
「
足
し
前
の
食
べ
物
」
と
が
「
雑

炊
L
と
い
う
意
味
で
︑
米
に
何
が
を
混

ぜ
て
が
さ
を
増
や
し
た
ん
苦
肉
の
料
理
1

だ
っ
た
の
で
す
︒

いずみゆういち画
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詳
し
く
は
う
同
課
国
民
年
金
係
へ
℡

⑮
1
1
1
上　

へ
︒

老
齢
福
祉
年
金
証
書
を

交
付
し
ま
す

先
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
老

齢
福
祉
年
金
証
書
の
余
紬
記
入
事
務
が

終
了
し
ま
し
た
の
で
︑
次
の
〓
持
て
T
F
=

吉
を
交
付
し
ま
す
­
.

蝣

=
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書
保
管
証
L 
L
L
「
印
か
ん
」
を
ご
持
参

の
う
∴
'
¥　

路
が
明
日
ま
で
に
受
け
取
り

に
蝣
*
-
?
_
>
 
'
r
'
く
だ
さ
い
へ
し
一
注
・
川
月
2
6

︑　

1
­　
　

­　

︑

日
お
よ
ひ
2
;

の
午
前
中
は
'

市
役
所

言・ 
t!︑〓‥主'¥1­­iẑ
1­­J

な
お
︑
老
齢
福
祉
年
金
の
十
∴
月
期

分
は
「
.

月
十
.

日
成
以
降
へ
各
郵
便

局
で
お
受
け
収
り
い
た
だ
け
ま
す
︒
'

成
人
病
健
診
結
果
説
明
会

他
項
つ
く
り
の
ポ
ィ
ン
ト
は
'

健
診

結
果
の
意
味
を
理
解
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

日
常
生
活
の
な
か
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
`
そ
こ
で
成
人
病
健
診
を
受
け

ら
れ
た
方
を
対
象
に
結
果
説
明
会
を
間

催
し
ま
す
︒
「
間　
の
値
が
で
て
い
る

が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
注
意
し
た
ら
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
「
直
接
相
談
し

た
い
」
「
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
」

と
い
う
方
は
'

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

I
l
­
m
l

十
旦
二
十
日
㈲
午
後
時
.

二
十
分
か
ら

【
場
所
】
中
央
公
民
館
講
党

【
内
容
】
健
診
結
果
の
見
方
の
説
明
へ

健
康
診
断
丁
皿
圧
測
定
も
行
い
ま
す
一
︑

栄
養
相
談

蒔
参
晶
】
成
人
病
健
診
の
結
果
表
一
以

前
の
結
果
表
も
お
持
ち
で
し
た
ら
持

参
く
だ
さ
い
)

へ
健
康
手
帳

※
詳
し
く
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同
課
予
防
衛
生
係
(

忠

⑯　
　
　
　

へ
1
3

ポ
リ
オ
(

急
性
灰
白
髄
炎
)

予　

防　

接　

種

ポ
リ
オ
は
'

一
般
的
に
小
出
ル
マ
ヒ
と

言
わ
れ
'

感
染
す
る
と
手
足
の
運
動
マ

トー­­'生寸上皇'J?'J十一

こ
の
ポ
リ
オ
は
'

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

さかくニラォー->サー^=l和一0gヽ　　・さ　　ニ}rlこpcこ　こゝ1ここr>,、Brニゝミ・ニゝ-'-′蝣^1=>蝣蝣一・-ラミー-->¥ごンこけ~ゝ・㌧

節
tt
の

敬

ち
⑲

・
>
w
V
ン
1
J

シ
O
f

か
^
­
­
>
S
甘
­
j
y
i
r
T

■表
f*ft m
長御名
三ハ　キ
十ト　ジ
三科バ
目　　　上
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I E

市役所前の癖並木の中から、ゼゼ
ッポ­ポー、ゼゼッポ­とキジハト
が鳴いています。以前、 「山鳩」と
言えばこの鳥を指していたが、いま
や、すっがリ「街の鳥」の感がある。
街路樹や庭木などの樹上板の上に小
枝を集めて、皿形の巣を作り、一度
に2個卵を生む。キジハトは全体が

盲褐色で、翼は赤みが強く、模様がキ

!蒜譜5=賢いるところからこの名(菊池川野鳥の会)
.
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■老齢福祉年金証書交付日程
月 ′日 曜日 時 間 交 付 場 所

10/26 月

9 ‥00 ­ 9 ‥10 農 協 河 西 支 所 ( 藤 田 ) 前

9 ‥30へ′9 : 50 松 島 公 民 館

10‥20­ 10 ‥40 原 本 村 公 民 館

11‥00 ~ ‥20 立 門 公 民 館

13: 00 ­ 16 ‥00 市 民 課 国 民 年 金 係

10′27 火

9 ‥00 ­ 9 ‥20 堀 切 公 民 館

9 ‥50 ­ 10 ‥10 中 西 寺 集 会 所

10‥30 ′～10 ‥50 花 房 公 民 館

11‥0 ~ ‥30 上 赤 星 研 修 セ ン タ ー

13 ‥00­ 16 ‥00 市 民 課 国 民 年 全 係

10/28
～

10 ' 31

水
～

土
9 二00­ 16 ‥00 市 民 課 国 民 年 金 係

実 施 日時 対 象 地 区 場 所 対 象 者 持 参 品

日 月 rサ蝪

川 蝣14 3
隈 府 地 区

文 化 会 舘

小 ホ ー ル

生 後 3 カ 月

～

18 * 月 ま で

の 末 接 種 普

・i '!蝣i 社

旗 手 帳

. ー!I ­'l! ∴11 M ーご「i

13 : h o ­ ト : :・(‥)

隈 府 ↓リ、外

の 地 区

※生後48カ月以内に、 6週間隔で2回受けてください,.

発
病
し
ま
す
が
'

ワ
ク
チ
ン
を
飲
む
こ
と

に
よ
り
感
染
を
防
ぐ
力
と
な
り
ま
す
︒

◆
注
意
事
項

当
日
の
午
前
中
の
体
温
を
測
っ
て
き

てください1U

リ
,

ワ
ク
ナ
ン
を
飲
ま
ゼ
る
前
後
l
H
「
分

間
は
'

何
も
食
べ
さ
せ
な
い
で
く
だ

m
m

③
現
在
︑
下
痢
を
し
て
い
る
方
は
︑
受

~

"

~

蝣

,

Z

L

-

H

~

^

-

蝣

蝣

-

'

'

④
体
調
の
良
い
と
き
に
'

受
け
ま
し
ょ

う
0
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば

・
王
治
医
に
和
談
の
う
え
お
い
で
く
だ

さい︒

一

1　
　

一
」

A
;
]　　
　
　

L

H

労
働
保
険
の
加
入

手
続
は
お
す
み
で
す
か

労
働
保
険
は
'

労
働
災
告
(

業
務
災

告
・
通
勤
災
告
一
が
発
生
し
た
場
合
に
'

労
働
者
と
そ
の
遺
族
へ
の
救
済
な
ら
び

に
労
働
者
が
失
業
し
た
場
へ
=
に
'

保
陥

給
付
を
行
う
と
具
に
功
業
辛
に
対
し
'

扉
川
の
安
定
に
役
立
つ
助
成
金
の
給
付

を
行
う
な
ど
へ
労
使
の
た
め
の
制
度
で

す
労
働
保
険
は
'

労
働
者
を
舶
用
し
て

い
る
事
業
主
は
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
し
か
し

な
が
ら
'

加
入
事
業
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
へ
ま
だ
労
働
者
を
雇
用
し

な
が
ら
加
入
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
︒

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
'

労
働
保
険

制
度
を
更
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
'

働

く
人
全
て
が
労
働
保
険
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
へ
本
年
度
も
十

月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と

_
、

●

●

L
l

定
め
て
い
ま
十
へ

­
V
­
^
­
ノ　
　
　
　

お
か
れ
ま
し
て
は
︑

/
:　
/
・
・
・
.

ぜ
ひ
こ
の
機
余
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
十
­

*
'

・
品
し
く
は
'

労
働
状
年
監
督
署
一
℡

ま
た
は
︑
・
公
具
職
業
安

定
所
益　
　
I
=
1
­ 
­
j　

へ

II P　　トー

す
が
ま

ト
り一

わ.
飡VLI.­J生

し
︑
1
'

ポ
ー
ト
一
旅

ノ
T
分

券
)　

は
︑
わ
た
し
た

ち
が
外
国
へ
行
っ
た

と
き
に
'

自
分
の
身

分
を
証
明
す
る
こ
と

り
T
r
J

る
畔
I

の
も

のでLJ・
二
の
バ
ス
ト
ー
ト

_
 
′
い
_
ト
九
日
「
l
I
に
_
_
ド

ノ

ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

︑　
　
　

­

で
申
請
さ
れ
る
も
の
か
ら
'

新
し
く
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
︑
今

回
の
変
更
は
'

国
際
i
y
間
航
空
機
関
(
I

c
A
O
L　
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
旅
券
シ

ス
テ
ム
を
専
人
す
る
も
の
で
す
い

●
ど
ん
な
点
が
変
わ
る
の
で
す
か
?

ま
ず
五
m
の
違
い
は
︑
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
︑
声
で
に
釣
「

p

数
か
国
で
専
入
さ
れ
て
い
る
M
R
P
方

読
(

機
械
読
み
取
り
旅
券
)　

に
な
る
こ

と
で
牟
∴
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
'

氏
名
や

生
年
月
日
な
ど
の
身
分
中
項
が
記
接
さ

れ
て
い
ま
す
­
こ
れ
ま
で
の
パ
ス
ポ
ー

ト
は
'

人
間
の
視
党
に
よ
.

三
J

チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
し
た
が
'

M
R
P
方
式
に

な
る
と
'

機
械
で
読
み
と
る
こ
と
が
で

し・T∴­ 
'J­­アーt­­r

け
イ
ズ
は
縦
亘
!

「
'
<
­
へ
ん
︑
J
I

L　　
宥ノ　
­

概
説
と
索
引

汗
ー
l 
­
時
代
へ
隈
府
町
の
商
家
等
に

L
∴
J 
J
­
­
'
­
年
問
い
工　
　
　

当

時
の
こ
と
を
記
録
し
た
「
岨
屋
日
記
」

︑

︑

1
　

　

　

ヽ

.

カ
町
制
ノ
「
一
勺
に
発
売
さ
れ
ま
し

た
が
'

古
文
吉
を
活
字
に
当
て
た
も

の
で
あ
っ
た
た
め
に
へ　
読
み
づ
ら
い

面
も
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
今
回
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
軌
説
と
来
引
を

作
成
し
ま
し
た

▽
販
売
場
所　

中
央
公
民
館

▽
価　

格　
　

止
.

白
リ

※
詳
し
く
は
'

中
央
公
民
純
一
℡
l

餌

1

6

7

ワ

ニ

へ

︒

八
=
(

外
枠
の
大
き
さ
一
と
な
り
︑
現

在

の

も

の

よ

り

小

さ

く

な

り

ま

す

`

い

、

色

も
現
在
の
赤
か
ら
紺
に
変
わ
り
ま
す
・

写
真
の
サ
ィ
ズ
も
現
在
の
井
士
'
=

︒
間
方

か
ら
'

鵜
川
十
五
=
'

桃
二
十
五
=
へ

変
吏
に
な
り
ま
す
︑
­

●
手
数
料
は
現
在
と
同
じ
で
す
か
?

旅
券
の
手
数
料
は
上
川
年
間
据
え
置

か
れ
て
き
ま
し
た
が
︑
こ
の
間
の
締
済

変
動
な
ど
の
事
情
に
よ
り
︑
十

日
の
申
請
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
­
7
T
T
­
­
'

一例
え
は
'

一
般
旅
券
の
発
給
手
数
料

は
︑
現
行
の
八
千
日
か
ら
.

方
〓
一
収

入
印
紙
八
十
日
分
と
郁
道
府
県
証
紙
l

十
日
分
)
.

と
な
り
圭
辛
い

●
い
ま
使
用
中
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
?

在
勅
川
根
が
切
れ
る
ま
で
は
︑
上

月
〓
樟
­
,
Z
'
.
'
!
­
"
"
"
­
J
­
J

圧
︑
つ
二
卜
∵

ま
す
:

そ
し
て
へ
有
効
期
間
が
切
れ
た

と
き
に
方
式
に
切
り
替
え
ま
す
・

で
す
か
ら
へ
現
行
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
す

べ
て
M
R
P
方
式
に
な
る
に
は
︑
釣
五

和
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
E
­
し

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き
へ
問
い
合
わ

せ
は
'

県
菊
池
事
務
所
総
務
振
興
課

(
甲
竹
へ
I
=
'

m
a

ノ

/

­

読
会
事
務
局
長
一
部
長
軸
当
職
)

秀
.　

二
り
】
門
一

職
員
退
職
・

異　
　
　

動

漢
退　
職
(

九
号
二
十
日
付
)〔敬称略〕

今
坂
公
夫　
一
片
角
)

教
育
次
長
一
部
長
川
当
職
)

加
茂
野
砧
章
一
上
l

出
目
一

農
業
委
員
会
事
務
局
長
一
次
k
相

当
耽
一
北
隼
三
…
J
‖
'

蝣
­
I

社
会
体
育
課
主
幹
一
課
長
待
遇
一

_
異
動
一
十
月

〔
総
務
部
〕

▽
総
務
課
主
幹
庶
務
係
長
事
務
収
扱
浜

田
丈
夫
▽
市
長
公
室
長
へ
次
長
相
当

­
.

・
.
­
­
­
­
・
・
=
・
­
­

待
遇
・
秘
吉
村
当
一
山
田
丸
T
r

▽
町

政
課
長
一
次
長
軸
当
職
)

西
山
澄
夫

▽
同
課
財
政
係
参
事
大
塚
茂
幸
▽
ダ

ム
対
策
課
長
佐
々
維
新
▽
税
務
課
,

辛

幹
同
定
京
産
税
係
長
事
務
収
扱
木
村

郎
▽
同
課
同
係
参
事
宮
川
テ
ル
子

▽
同
課
同
係
参
事
今
坂
康
雄

〔
市
民
部
〕

▽
心
­
J

課
長
近
藤
使
出
▽
同
課
主
枠

市
民
係
長
事
務
収
扱
堀
川
征
­

.
▽
同

調
斗
軒
保
健
医
療
係
長
事
務
取
扱
竹
野

巌
▽
同
胡
工
仲
国
民
健
康
保
険
係
長

事
務
取
扱
中
高
ア
ヤ
子
▽
同
課
E
係

参
事
出
目
孝
∴
▽
福
祉
課
長
北
福
祉

事
務
所
長
一
次
長
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髪
椅
子
二

台
)

・
大
淋
寺　
佐
原
規
人
へ
石
け
ん
五
1

­
個
へ
チ
リ
紙
∴
十
四
来
し

・
市
視
覚
障
告
者
十
l

人
一
マ
ッ
サ
ー

ジ慰問)

・
菊
池
北
中
学
校
厚
生
委
目
黒
ム
十
八
人

一
窓
ふ
き
へ
対
話
慰
間
)

・
日
本
た
ば
こ
産
業
玉
名
営
業
所
(

た

ば
こ
四
十
箱
)

甥̂
*J>JIJM園田四

〇
北　
宮　
堀
江
清
次
郎
二
〃
円
一

累　
計　
二
千
八
百
六
十
七
万
四
千
五

l　

・
.
­
・
・
1

~
「
T
J
U
_

〔
九
月
末
現
在
〕

o
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E J、作 川IJ八

文
化
講
演
会

講
師
長
門
勇
氏

丈
仕
上
鉦
て
は
う
第
2
7
回
萄
池
車
文

化
奈
の
初
日
に
︑
川
位
の
長
門
勇
氏
を

哩
え
'

・
丈
化
­
中
空
.

シ
で
開
催
し
ま
√

ふな.'蝣''IJ多鉱のご来場をお待ち

し
て
し
ま
主
1

▽
日　

時　

川
月
‥
ぅ
1
小
目
叫
刊
行
­

.、　　　1,1

j,?n i'i
師題所

両
文
化
余
船
人
ホ
ー
ル

し
√
U
二
～
、
さ
る
〓
t
,

長
門　
勇
氏
一
俳
優
一

※
大
場
神
輿
,

し
す
が
︑
入
場
整
理
券
が

>
^
l
v
L
り　
整
理
券
は
'

文
化
奈
鮎

に
お
い
て
思
有
し
ま
う

き
く
ち
歩
け
歩
け
大
会

「第1 
1回全国一斉に

自
然
歩
道
を
歩
こ
う
大
会
」

▽
期
日　

「　
　
　
　
　

︑
ー

▽
場
所　
萄
池
沃
行
(

九
川
自
然
車
道
1

­

'

'

蝣

*

­

行
勺
「
グ
リ
ー
ン
沃
行
­
前
て

▽
参
加
申
し
込
み　
上
月
.
.
.

「
日
を
. 
I
)

.
～
叫
人
の
グ
ル
ー
ノ
丈
ー
工
L
l
、
.
′
、

,

-

-

・

・

-

　

-

_

　

　

,

・

族
中
位
で
'

車
分
間
­
一
組
忙
課
へ

・
x
・
小
中
学
生
の
・
参
加
は
'

保
証
者
同

日
と
す
る
し

▽
参
加
費　
亘
白
日
一
受
け
付
け
時
l
J
l

一

叫亘︑川上は'中川　
高­­):­:蝣'­

<
e
竹
­　
　
　

ま
た
は
へ
萄
池
沃

行
皆
理
所
(

軍
学
o
り
7
0
)　

へ
ノ

,
9
2

ふ　
れ　
愛

菊
池
フ
ェ
ア

萄
池
郁
有
八
両
相
月
L
I
­
.

八
萄
池
1
[
J

溝
i
^
i
,

一
ソ
.
?
'

・
'

­
ソ
?
/
)

し
こ
袖
山
占
生
じ
巨

J
l
­
分
分
1
­
­

圭
け
委
員
会
で
は
︑
終
両
町
村
の
p

R
と　

作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
相
立
・
販
路

・
i

大
を
図
る
た
め
︑
「
︒
]
t

ふ
れ
愛
菊
池

フ
二
­
」
を
開
催
し
ま
す

フ
l

二
!

で
は
'

菊
池
の
軌
に
鈍
れ
る

多
伸
章　

な
農
産
物
の
星
示
即
売
へ
掠

池
半
の
ハ
ト
へ
キ
ュ
ー
や
ピ
ラ
フ
な
と

の
飲
食
物
の
販
売
へ
菊
池
地
域
の
郷
上

芸
能
ヤ
バ
ン
ド
の
演
有
な
い
1
︑
軌
の
I

I
L
r

小
つ
く
り
某
し
ん
で
い
た
だ
け
る

7
　

.

.

ら

描
L
が
い
っ
は
い
で
√
・
皆
さ
ん
の
お

匪
L
J

を
お
待
ち
し
て
し
ま
声

▽
期　
日　
「　
　
　
　
　
　
l
I
­
.
j

▽
場
　
所
　
カ
ン
ト
リ
ー
バ
～
ク

C
­
J

叫
・
県　
朱
公
同
一

▽
催
し
物

・
萄
他
地
域
を
題
材
と
し
た
ク
イ
ズ

・
­
二
蝣
s
.
­
の
走
行

・
…
上
芸
能
、
ハ
、
/
ド
石
秦

イ
ノ

・
­
­
­
︒
︑　
　
　
　

・
∴

「
お
話
の
講
座
」

受
講
者
募
集

「
お
話
」
を
楽
し
む
こ
と
に
よ
り
︑

子
と
も
に
お
話
を
語
る
こ
と
の
大
切
さ

を
理
解
し
て
も
ら
い
へ　

り
手
誕
小
の

き
っ
か
け
を
角
I

・
­
ま
た
家
庭
に
「
語

り
の
文
化
」
を
収
り
.
1
1
'

す
こ
と
を
目
指

し
て
︑
五
回
シ
リ
ー
ズ
の
お
話
講
座
を

間
催
し
ま
す

▽
日　
時　
1　
い
一
l
I

月　
1
­

(
.
.

回
一
上
月
二
十
日
へ
一
一
.
.

回
一

月
人
目
へ
一
間
回
一
十
一
月
十

.
二
日
へ
一
l
五
回
一
`
月
I
 
l

い
ず
れ
も
午
前
士
叫
か
︑
h

I/場　
所　
中　
'­­'­'­.甲＼­

▽
資
料
代　
千
年
目
〓
(

受
け
付
け
時
」

▽
問
い
合
わ
せ　

熊
杢
十
ど
も
の
本
研

究
会　

t
o
o
a
­
.
'
,　
　

り
7
5
0

9
0
)　

へ
=

6

丈
化
合
鮎
!
L
は
'

1
­
i
j

な
:

の
ト
ト

〓
」
「
魔
女
の
宅
急

便L 
I.上ツ＼・,.帖

ヽ

　

　

'

_

-

　

I

・

」

駿
の
最
新
話
題
作

「
鉦
の
豚
」
の
上
映

余
を
分
目
し
ま
す

全
回
は
︑
な
ん
と

ヽ

自分で自分い'.'i揺り

を
か
け
て
ブ
タ
に
なq

L

二

へ

　

ノ

一

」

_

L

l

1

-

1

・　
　
　
　

­　

.

り
の
憂
L
l
:
;

陸
の
物

日
〓
分
.
J

√
ヮ

t　
っ

▽
と　
き
・
1
 
0
月
2
4
日
田
　
1
回
〓
1
 
3
時
～

つ
山
川
日
日
時
日
分

︑
　

　

　

　

　

　

　

＼

1

=

づ

一

ノ

ノ

・
1 

0
月
2
5
日
㈲　

1
回
〓
川
時
­

り
】
回
目
日
時
州
分
1　

3
日
­

∵
.
.
1
1
日　

/
l 

I

­　

=
︑
ソ
】
分
ノ

▽
と
こ
ろ　
有
文
化
会
鮎
大
ホ
ー
ル

I/・入場券Ipj里'­2­y­

,　
　

投　
w
o
o
­

・­I­校生以下

登
証
し
く
は
'

文
化
会
鮎
示
分
坤
1

­　
　
　
　
　
　
　

/分

地
球
に
や
さ
し
く
­

こ
の
広
出
紙
は
t
I
H
生
紙
を
使
用
し
て
H
,

ま
す


